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表紙　九州Ｂ‐１グランプリ開催
　９月14日・15日、市内の３会場で「九州Ｂ-１グランプリ
in日田」が開催され、参加団体がパフォーマンスとご当地
グルメで来場者をもてなしました。２日間の来場者数は
約14万4,000人。最高賞のゴールドグランプリには福岡
県田川市の「田川ホルモン喰楽歩」が選ばれました。
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本を読もう
すてきな言葉との出会い
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本を読もう－第67回秋の読書週間－

大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
読
書
離
れ
の
傾
向

　

あ
な
た
は
１
か
月
に
何
冊
の
本
を
読

ん
で
い
ま
す
か
。

　

電
子
メ
デ
ィ
ア
が
普
及
し
、
情
報
伝

達
の
流
れ
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
私

た
ち
と
本
の
関
係
は
少
し
ず
つ
変
化
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

全
国
学
校
図
書
協
議
会
と
毎
日
新
聞

社
が
共
同
で
行
っ
た
「
読
書
世
論
調
査

（
２
０
１
３
年
版
）
」
に
よ
る
と
、
１
か

月
に
読
む
本
の
平
均
冊
数
は
、
小
学
生

が
10
・
５
冊
、
中
学
生
が
４
・
２
冊
、

高
校
生
が
１
・
６
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
㈶
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団

が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
20
歳
か
ら

60
歳
代
の
１
か
月
に
読
む
本
の
平
均
冊

数
は
、
０
〜
１
冊
が
最
も
多
く
、
全
体

の
半
数
以
上
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
忙
し
い

時
間
が
増
え
、
本
を
読
む
時
間
が
な
い

と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

読
書
は
ど
の
世
代
に
も
必
要
な
こ
と

　

２
０
１
２
年
に
国
立
青
少
年
教
育
振

興
機
構
が
行
っ
た
「
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
実
態
と
そ
の
影
響
・
効
果
に
関
す

る
調
査
」
に
よ
る
と
、
子
供
の
頃
の
読

書
量
が
多
い
大
人
ほ
ど
、
未
来
志
向
や

社
会
性
な
ど
の
「
意
識
・
能
力
」
が
高

い
こ
と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
て
い
る
人
が
多
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

は
考
え
る
力
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

読
書
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
、
一

生
の
財
産
に
な
り
、
人
生
の
楽
し
み
の

基
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
後
、
全
国
か
ら
被
災
地
へ
寄
附
さ
れ

た
本
や
絵
本
が
子
供
た
ち
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な
り
、
生
き
る
希
望
を
与
え

ま
し
た
。
読
書
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
活
力
の
源
に

な
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

秋
の
読
書
週
間
が
ス
タ
ー
ト

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
の
２

週
間
は
、
67
回
目
の
秋
の
読
書
週
間
で

す
。
今
年
の
標
語
は
「
本
と
旅
す
る
、

本
を
旅
す
る
」
。
新
し
い
一
冊
を
手
に

と
っ
て
、
本
の
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

一
冊
の
本
と
の
す
て
き
な
出
会
い
が

心
の
栄
養
と
な
っ
て
疲
れ
た
身
体
を
癒

し
、
と
き
に
は
人
生
を
変
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

第67回秋の読書週間－淡窓図書館のイベント－

図書館探険ツアー＆プチ司書体験
　図書館の立入り禁止ゾーンの探険や、
カウンター業務、大切な本を入れる
「保存箱」作りなどに挑戦します。
10月27日㈰
①午前10時30分～正午　
②午後２時～３時30分
※窓口でお申し込みください。（①②いずれも先着10人まで）
※小学校２年生以下のお子さんは保護者の同伴をお願いします。

図書リサイクル会
　発売から年数が経過した雑
誌や一般書、英字新聞などを
無料配布します。
10月27日㈰～11月９日㈯
※本が無くなり次第終了します。

人気本総選挙 おいでよ図書館
　児童コーナーや研修室、会
議室で「大人のための読み聞
かせ」や紙芝居、おはなし会
など、図書館で一日中楽しん
でもらえるイベントを企画
中。詳細は窓口で配布するチ
ラシをご覧ください。
11月２日㈯　午前10時～

　平成25年度上半期貸出し
回数の多かった一般書（文学）
を１位から100位まで館内に展
示。その中から皆さんの投票で
「人気本ベスト10」を決定します。
10月27日㈰～11月９日㈯
※結果発表は読書週間終了後に
　行います。

ひ
ら
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本を読もう－第67回秋の読書週間－

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う

　
図
書
館
は
、誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
、

本
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
す
。
淡

窓
図
書
館
の
児
童
書
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

子
供
た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
読
書
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
図
書
館
の
蔵
書
数
は
約
15
万

冊
。
新
刊
も
毎
週
約
80
冊
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
郷
土
資
料
、
雑
誌
・
新
聞

の
ほ
か
、
音
楽
な
ど
の
鑑
賞
も
で
き
ま
す
。

図
書
館
の
利
用
方
法

　
図
書
館
の
利
用
や
貸
出
し
は
無
料
で
す
。

初
め
て
利
用
す
る
人
は
登
録
が
必
要
で
す
。

図
書
館
に
備
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
本
を
借
り
る
と
き

　
一
度
に
一
人
５
冊
ま
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。貸
出
期
間
は
２
週
間
で
す
。

返
却
時
は
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。
休
館
日
は
玄
関
横
の
返

却
ポ
ス
ト
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な
い
と
き

　
図
書
館
に
備
付
け
の
用
紙
で
本
の
リ
ク

エ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。
希
望
の
本
が
入

荷
し
た
ら
、
連
絡
し
ま
す
。

・
雑
誌
・
新
聞
が
読
み
た
い
と
き

　
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
で
自
由
に
利

用
で
き
ま
す
。
雑
誌
は
最
新
号
以
外
は

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
最
寄
り
の
バ
ス
停

　
「
城
内
・
豆
田
入
口
」
又
は
「
警
察
署

前
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蔵書検索パソコン
図書館の蔵書・貸出状況など
を検索することができます。

インターネット予約を
活用しましょう

　図書館だけでなく、インターネットでも本を
予約することができます。

・利用できる人（事前に利用者登録が必要です）
　日田市に在住・在勤・在学の人、中津市・玖
珠町に在住の人で、図書館利用者カードを持
っている人
・利用方法
　①淡窓図書館のホームページ
　（http://www.library-tansou.jp/）を開く
　②トップページの「検索」をクリック
　③「資料一覧」から借りたい本を検索し、選択
　④「予約」をクリック
　⑤「利用者番号」「パスワード」を入力
　⑥受け取り場所「淡窓」を選択
　⑦連絡方法を選択し、完了です。

お近くの公民館で
図書館の本を借りることができます

　遠隔地のサービス事業として、下記の公民館で図書館の
本の貸出しを行っています。

・利用できる公民館
　上津江公民館・中津江公民館・前津江公民館・大山公民館・
天瀬公民館・東有田公民館・小野公民館・大鶴公民館・
夜明公民館・五和公民館
・利用方法
　①公民館で本を予約（用紙は公民館に備え付けています）
　②公民館が図書館に本を予約し、公民館に本が届く
　③本を受け取る（公民館から連絡があります）
　④読み終えたら、公民館に本を返却
※本のタイトルなどが分からないときは、公民館でお尋ねください。

【図書館に関する問合せ】淡窓図書館☎㉒２４９７
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

絵
本
を
楽
し
も
う

ehonteおすすめの絵本

赤
ち
ゃ
ん
は
お
な
か
の
中
で
声
を
聞
く

　

お
母
さ
ん
の
声
は
お
な
か
の
中
の

赤
ち
ゃ
ん
に
は
聞
こ
え
な
い
と
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
、
ち
ゃ
ん
と

聞
こ
え
て
い
る
ん
で
す
。
お
な
か
の

赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る

と
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
声
を

覚
え
て
、
声
を
聞
く
と
赤
ち
ゃ
ん
は

自
然
と
安
ら
ぎ
ま
す
。
お
な
か
の
赤

ち
ゃ
ん
に
話
し
掛
け
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
絵
本
を
読
ん
だ
子

供
は
聞
く
こ
と
が
上
手
で
す
。
ど
ん

ど
ん
語
彙
を
覚
え
て
理
解
し
て
、
今

度
は
人
に
伝
え
る
こ
と
を
始
め
ま

す
。
語
彙
を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
る

子
供
は
表
現
も
上
手
。
自
分
の
気
持

ち
を
様
々
な
言
葉
で
表
す
方
法
を
身

に
付
け
ま
す
。

絵
本
は
子
供
に
愛
情
を
伝
え
る
ツ
ー
ル

　

小
さ
い
頃
、
読
ん
で
も
ら
っ
た
絵

本
の
思
い
出
の
中
に
、
「
誰
に
読
ん

で
も
ら
っ
た
か
」
と
い
う
記
憶
も
残

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
絵
本
を
読
む
こ

と
は
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
。
子
供

は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
絵
本
を
読
ん
だ
こ
と
を
、
た
く
さ

ん
の
愛
情
を
受
け
た
思
い
出
と
し
て

記
憶
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
を
読
む

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
絵
本
を
楽

し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

押
し
付
け
ら
れ
て
読
む
本
は
楽
し

く
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
教
育
と
読
書

は
別
物
と
考
え
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
楽
し
む
気

持
ち
が
子
供
に
伝
わ
っ
て
、
す
て
き

な
時
間
が
過
ご
せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
で
大
切
な
こ
と
は
、

子
供
が
「
も
う
１
回
読
ん
で
」
と
言

っ
た
ら
必
ず
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
。

子
供
の
「
こ
の
本
読
ん
で
」
は
絵
本

を
楽
し
い
と
感
じ
た
証
拠
で
す
。
た

く
さ
ん
の
絵
本
を
読
む
よ
り
、
子
供

が
楽
し
む
絵
本
を
何
度
も
読
み
ま
し

ょ
う
。

絵
本
は
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
も
の

　

絵
本
に
は
時
代
背
景
が
あ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
の
時
代
に
描
か
れ
た
絵
本

で
も
、
全
て
の
世
代
が
楽
し
め
ま
す
。

　

「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
と
い

う
本
は
発
刊
さ
れ
て
40
年
後
に
続
編

が
出
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
の
お
店
を
手
伝
っ
て
い
た
４
羽
の

か
ら
す
が
、
大
き
く
な
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
仕
事
を
見
付
け
る
お
話
で
す
。
洋

服
は
40
年
経
つ
と
着
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
が
、
絵
本
は
40
年
経

っ
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
親
、

子
、
孫
で
楽
し
め
る
。
同
じ
物
語
を

家
族
で
共
有
で
き
る
こ
と
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
人
に
と
っ
て
の
絵
本
と
は

　

大
人
が
絵
本
を
読
む
と
き
、
自
分

の
実
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
て
心
が
癒

さ
れ
た
り
、
単
純
な
言
葉
や
絵
で
何

か
に
気
付
か
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
疲

れ
て
い
る
と
き
は
、
先
入
観
を
持
た

ず
に
、
絵
本
を
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
優
し
い
言
葉
と
絵
で
温
か

い
気
持
ち
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

[ehonte（エホント）]
マム、ノン、デミの日田市在住女性３人で、絵
本を題材にした、音楽や読み聞かせ、ワークシ
ョップ、絵本セラピーなどを取り入れて、幅広
い世代が楽しめる活動に取り組んでいる。

まめうしは、牧場に住むまめつぶく
らいの小さな子牛。まめうしくんに
は、おじいちゃんがいます。その名
も「まめじい」。まめうしくんとお
じいちゃんの、愉快で温かい触れ合
いを描きます。好評シリーズ第五弾。

「まめうしと
　　　まめじい」

あきやまただし
ＰＨＰ出版

色白でまん丸顔のあさたろうは、畑
育ちの元気なねぎぼうず。訳あって
今は故郷を後にして、まわし合羽と
三度笠の旅がらす…。楽しさ抜群の
野菜づくし痛快時代劇絵本。

「ねぎぼうずの
　あさたろう」

飯野和好
福音館書店

おじいちゃんが「いいから いいから」
ともてなすのは...？今回登場するの
は、なんと「びんぼうがみ」。さて、
おじいちゃんはどうする？僕はどう
なる？豊かな笑顔が生まれる一冊。

「いいから
　いいから③」

長谷川義史
絵本館
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※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

▶とき・内容
・第１回
　10月31日㈭　午後７時～８時30分　
　「亀井南冥と昭陽の生涯」
　久留米大学准教授　吉田洋一氏
・第２回
　11月７日㈭　午後７時～８時30分
　「豊前国の私塾・蔵春園」
　東筑紫短期大学非常勤講師、元求菩提資料館館長
恒遠俊輔氏
・第３回
　11月21日㈭　午後７時～８時30分
　「咸宜園教育の広がり～九州の私塾を中心とし
て～」咸宜園教育研究センター　吉田博嗣氏
・第４回
　12月５日㈭　午後７時～８時30分　
　「草場佩川の生涯」
　多久市文化財審議会委員、佐賀県漢詩連盟理事
武田耕一氏
・第５回
　12月15日㈰　午後２時～4時
　てい談「九州の私塾と教育」
　咸宜園教育研究センター名誉館長
　後藤宗俊氏ほか
▶ところ　パトリア日田スタジオ１
▶募集数　80人
※住所・氏名・連絡先をご記入の上、下記に郵送、ファ
ックス又はメールでお申し込みください。

▶申込期限　10月15日㈫
▶申込先
　〒８７７‐００１２
　淡窓２丁目２‐18
　咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８
　　kangien@city.hita.oita.jp

【問合せ】咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８

咸宜園教育研究センター定期講座
「九州の私塾と教育」

募　集

【問合せ】こども未来室☎㉒８３１７

お知ら
せ
平成26年度幼稚園・認定こども園

入園を受け付けています

幼稚園
▶入園の対象となる園児
　３～５歳児（年度内に満３歳になった児童は、
途中入園の対象です）

▶申込方法　各幼稚園に備付けの願書に必要事項
を記入の上、入園料を添えて希望する幼稚園に
申込み

※各幼稚園では、通常の保育時間終了後や、春・夏・冬
休み期間中に預かり保育を行っています。

※入園料、保育料、その他諸経費は、各園の方針や保育
内容によって異なります。

※私立幼稚園に通う満３歳児から５歳児までの保護者に
対する補助制度として、幼稚園就園奨励費補助制度が
あります。

認定こども園
　保護者が働いている・いないにかかわらず入園
が可能で、幼児教育・保育を一体的に行う施設です。
※幼稚園型認定こども園に関する詳細は、各施設にお問
い合わせください。

▶入園の対象となる園児  ０～５歳児
▶定員　各園30人
　（保育に欠ける児童20人、保育に欠けない児童10人）
※認定こども園緑ヶ丘幼稚園は、保育に欠ける児童・保
育に欠けない児童を合わせて18人。

※保育に欠ける児童の保育料は、各認定こども園が定め
た３５,０００円です。０～２歳児の保育に欠ける児
童は、減額制度（ひたっ子にこにこ保育支援制度）に
より、戸籍上の第２子は半額、第３子以降は全額免除
になります。

市内の幼稚園・認定こども園一覧
・カトリック日田幼稚園（玉川町）
　☎㉒３３０４
・フレーベル学園三芳幼稚園（刃連町）
　☎㉔０１２６
・認定こども園月隈こども園（城町１丁目）
　☎㉒７６１１
・認定こども園日田ルーテルこども園（三本松２
丁目）☎㉒３８６５

・認定こども園三隈幼稚園（中央２丁目）
　☎㉒５０３０
・認定こども園緑ヶ丘幼稚園（中尾町）
　☎㉒４６３８
・認定こども園緑ヶ丘第二幼稚園（天神町）
　☎㉒４５５０
※詳細はこども未来室又は各施設にお問い合わせください。

つねとう

はいせん

なんめい

62013. 10. 1 

くらしの情報市政情報ピックアップ

【問合せ】小鹿田焼陶芸館☎㉙２０２０
　商工労政課地場産業振興係☎㉒８２３９

第51回小鹿田焼民陶祭

 小学生を対象にハロウィーンパーティーを開催し
ます。国際交流推進員と楽しくレクリエーション
をしましょう。

▶とき　　10月30日㈬　午後７時～８時30分頃
▶ところ　パトリア日田ギャラリー
▶参加費　２００円
▶募集数　30人
※応募多数の場合は抽選。
※企画課に電話でお申し込みください。電子申請有り。
※簡単な仮装をして参加してください。
▶申込期限　10月11日㈮

　小鹿田焼の10の窯元の庭先で、多数の焼物の展
示即売が行われます。シャトルバス（有料）も運
行されますので、是非ご利用ください。

▶とき　10月12日㈯・13日㈰
　　　　午前８時～午後５時
▶ところ　源栄町皿山地域
※シャトルバスの詳細は、日田市観光協会（☎㉒２０３
６）にお問い合わせください。

【問合せ】企画課政策企画係☎㉒８２２７

ハロウィーンパーティー募　集

イベン
ト

　ステップ運動とは、リズムに合わせて踏み台を
昇り降りする運動です。市では、身近で効果的な
ステップ運動の普及に取り組んでいます。この運
動を地域に広めるためのリーダーを養成する講座
を実施します。

▶対象　運動をすることができ、かつ広めること
ができる人

※かかりつけ医から運動を禁止されていない人。
▶定員　40人
※健康保険課又は各公民館でお申し込みください。
▶申込期限　10月15日㈫

リーダー養成スケジュール
　福岡大学のスタッフがステップ運動や体操など
簡単な運動を指導します。学習期間の始めと終わ
りの講座で、効果を体験していただくため、血液
検査や体力、運動機能を測定します。
▶とき　10月29日から平成26年１月21日までの
毎週火曜日（いずれも午前10時～11時30分）

▶ところ　地区公民館など

【問合せ】健康保険課健康支援係☎㉔３０００

ステップ運動リーダー養成講座募　集

【問合せ】地域振興課コミュニティ交通係☎㉒８３５６
日田バスセンター☎㉒７６８１

夜明循環バスの運行が
10月１日から変わります

　日田バスセンターから夜明大橋までの区間で運
行している夜明循環バスの昼の便が、杷木バスセ
ンタ―まで運行するようになりました。時刻表
は、日田バスセンター又は市ホームページでご確
認ください。

お知ら
せ

【問合せ】総務課行政係☎㉒８２０１

行政資料コーナーをご活用ください

　市役所１階に行政資料コ
ーナーを設置しています。
日田市の例規集、予算書、
各種計画書（総合計画、地
域防災計画等）を置いてい
ますので、ご利用ください。

お知ら
せ
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お
知
ら
せ

保
健
・
福
祉

竹
林
再
生
事
業
の
要
望
調
査

　
竹
林
再
生
事
業
と
は
、
タ
ケ
ノ
コ
や
竹

林
が
生
産
で
き
る
優
良
な
竹
林
に
整
備
す

る
人
を
対
象
に
助
成
を
行
う
事
業
で
す
。

■
応
募
資
格

　
次
の
全
て
を
満
た
す
整
備
で
あ
る
こ
と

・
竹
材
や
タ
ケ
ノ
コ
の
生
産
が
目
的
で
あ

る
こ
と

・
伐
竹
す
る
面
積
が
１
か
所
当
た
り
０
・

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

・
伐
竹
本
数
が
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
５

０
０
０
本
以
上
で
あ
る
こ
と

■
助
成
額　
伐
竹
す
る
面
積
、
伐
竹
本
数

な
ど
で
算
定

■
申
込
期
限　
10
月
21
日
㈪

　
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
６
２
（
市
役
所
３
階
）

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
に
注
意

　
催
眠
商
法
と
は
、
空
き
店
舗
や
一
般
家

庭
の
一
室
な
ど
、
狭
い
会
場
に
人
を
集
め

て
販
売
員
が
巧
み
な
話
術
で
場
を
盛
り
上

げ
な
が
ら
、
た
だ
同
然
で
日
用
品
や
食
品

な
ど
を
配
り
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い

高
揚
し
た
雰
囲
気
の
中
で
布
団
や
健
康
食

品
な
ど
の
商
品
を
売
り
付
け
る
商
法
で
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
８
日
以
内

で
す
が
、
勧
誘
方
法
に
よ
っ
て
は
期
間
を

過
ぎ
て
も
解
約
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
㉒
９
３
９
３
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係

　
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

　
　
　
　

  

経
費
を
一
部
助
成

　

日
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

（
64
歳
以
下
）
の
人
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
に
係
る
費
用
を
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
場
合
、
１
０
０
０
円
（
一
人
に

つ
き
一
年
度
内
に
１
回
ま
で
）
を
助
成
し

ま
す
。
印
鑑
・
世
帯
主
の
口
座
番
号
・
保

険
証
・
領
収
書
を
持
参
の
上
、
健
康
保
険

課
、各
振
興
局
又
は
各
振
興
セ
ン
タ
ー
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
接
種
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

※
60
歳
以
上
64
歳
以
下
の
人
で
心
臓
・
じ
ん
臓

又
は
呼
吸
器
の
機
能
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
の
あ
る

人
（
身
体
障
害
者
障
害
程
度
等
級
表
の
１
級

相
当
）
及
び
65
歳
以
上
の
人
は
、
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
申
請
期
限　
平
成
26
年
４
月
30
日
㈬

※
領
収
書
に
は
、接
種
し
た
全
て
の
人
の
氏
名・

接
種
し
た
日
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

薬
の
１
１
０
番

　
大
分
県
で
は
、
10
月
17
日
か
ら
23
日
を

薬
と
健
康
の
週
間
と
定
め
、
期
間
中
、
薬

に
関
す
る
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
の
平
日

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
相
談
窓
口

　
公
益
社
団
法
人
大
分
県
薬
剤
師
会

　
（
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
９
５
１
２

　
大
分
県
薬
務
室

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
５
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
）
参
加
者
募
集

■
と
き　
10
月
20
日
㈰
〜
平
成
26
年
１
月

19
日
㈰
（
週
３
日
程
度
・
実
習
３
日
間

は
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
最

長
午
後
６
時
）

■
と
こ
ろ　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
日
田

地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

■
対
象　
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

■
受
講
料

　
７
万
３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
、
実

習
費
等
込
み
）

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

※
申
込
書
は
虹
の
家
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
虹
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団
日
田
地
域
福
祉

事
業
所
虹
の
家
☎
㉕
５
０
１
１

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

里
親
募
集
説
明
会

　
児
童
福
祉
に
熱
意
が
あ
り
、
里
親
等
に

関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
里
親
制
度
の

説
明
、
ビ
デ
オ
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
31
日
㈭　
午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

　
大
分
県
中
津
児
童
相
談
所

　
☎
０
９
７
９
‐
２
２
‐
２
０
２
５

指
定
医
療
機
関
を
追
加

　
特
定
健
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前
立
腺

が
ん
検
診
の
指
定
医
療
機
関
を
追
加
し
ま

す
。

■
指
定
医
療
機
関

・
井
上
内
科
☎
㉒
４
７
０
０（
田
島
本
町
）

・
堀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
㉒
２
６
６
２

　
（
新
治
町
）

※
堀
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
大
腸
が
ん
検
診
の
み
。

■
受
診
期
限

　
平
成
26
年
２
月
末
日

※
必
ず
、
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

 

口
座
振
替
や
前
納
が
お
得
で
す

　
自
営
業
や
学
生
な
ど
の
国
民
年
金
第
１

号
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
は
、
納
付
書

で
毎
月
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
保
険
料
が
割
り
引
か
れ
る
前
納
制
度

や
口
座
振
替
早
割
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）
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講
座
・
試
験

募
集

ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ
ン
in
日
田

　
大
分
県
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
お
お
い
た
作

戦
10
周
年
を
記
念
し
て
各
市
町
村
で
ご
み

拾
い
活
動
等
を
し
な
が
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
旗

を
リ
レ
ー
す
る
「
ご
み
ゼ
ロ
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
６
日
㈰

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　
パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

※
参
加
者
に
は
記
念
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０
２
４

　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■
募
集
期
間

　
10
月
１
日
㈫
〜
11
月
５
日
㈫

■
募
集
項
目

①
青
年
海
外
協
力
隊

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
応
募
資
格

　
平
成
25
年
11
月
５
日
現
在
、

①
満
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

持
つ
人

②
満
40
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を

持
つ
人

※
詳
細
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.jica.go.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　
☎
０
９
３
‐
６
７
１
‐
８
３
４
９

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
☎
㉒
８
２
２
７
（
市
役
所
６
階
）

市
民
参
加
の
森
づ
く
り
大
会

　　
九
州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
目

指
し
た
き
ず
な
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
森

づ
く
り
大
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
11
月
17
日
㈰

・
受
付　
午
前
９
時
30
分
〜
（
現
地
集
合
）

・
開
会　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ

　
萩
尾
市
有
林
（
萩
尾
公
園
内
）

■
募
集
数　
80
人
（
先
着
順
）

※
下
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
10
月
25
日
㈮

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

※
長
靴
、
雨
具
、
水
筒
等
を
持
参
し
て
作
業
の

で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
林
業
振
興
課
森
林
整
備
係

　
☎
㉒
８
２
１
２ (

市
役
所
３
階
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発
展
と
推

進
を
図
る
た
め
、
宝
く
じ
の
収
益
金
で
活

動
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
平
成
26
年
度

の
募
集
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
団
体　
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
組
織
、
自
主
防
災
組
織

■
対
象
事
業
・
助
成
金

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設

備
の
整
備
（
１
０
０
万
円
か
ら
限
度
額

２
５
０
万
円
）

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設 

　
（
限
度
額
１
５
０
０
万
円
）

・
地
域
防
災
活
動
に
必
要
な
施
設
、
設
備

の
整
備
（
消
防
団
は
除
く
・
限
度
額
２

０
０
万
円
）

・
青
少
年
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
事
業 

（
限
度
額
１
０
０
万
円
）

※
左
記
又
は
各
振
興
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
10
月
23
日
㈬

　
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

後
期
技
能
検
定
試
験

　
働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で

検
定
・
公
証
す
る
国
家
技
能
検
定
試
験
を

行
い
ま
す
。

　
職
種
、
試
験
日
等
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間　
10
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮

　
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７-
５
４
２-

３
６
５
１　

　
商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

絵
本
セ
ラ
ピ
ー
教
室

　
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
福
田
洋
子
氏
に
よ

る
絵
本
セ
ラ
ピ
ー
教
室
で
す
。

■
と
き　
10
月
19
日
㈯　
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
募
集
数　
20
人
（
先
着
順
）

※
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉖
３
２
１
１

　
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
中
央
公
民
館
内
）

西
部
地
域
労
働
講
座

　
企
業
の
人
事
労
務
担
当
者
や
労
働
者
な

ど
を
対
象
に
、
労
働
問
題
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
る
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ　
10
月
23
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大
会
議
室

■
演
題
・
講
師　

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
践

で
企
業
の
発
展
を
！
」

　
社
会
保
険
労
務
士　
篠
原
丈
司
氏

■
定
員　
40
人

　
大
分
県
労
政
福
祉
課

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
２

イ
ベ
ン
ト
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くらしの情報Information 10.１

こころちゃん

タ
ウ
ン
情
報

巡
回
金
融
講
座

　
「
最
近
の
悪
質
商
法
」
と
題
し
、
暮
ら

し
に
役
立
つ
情
報
を
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
政
丸
延
子
氏
が
分
か
り
や
す
く
お

話
し
し
ま
す
。

■
と
き

　
10
月
28
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
７
階
中
会
議
室

■
募
集
数　
40
人
（
先
着
順
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
民
活
動
推
進
課
生
活
安
全
・
消
費
生

活
係
☎
㉒
７
５
１
５
（
市
役
所
２
階
）

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　
高
齢
者
施
設
や
地
域
の
高
齢
者
サ
ロ
ン

等
で
使
え
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
公
認

指
導
者
が
指
導
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
10
日
㈭

　
午
後
７
時
〜（
午
後
６
時
30
分
か
ら
受
付
）

　
桂
林
公
民
館

□
参
加
費

　
５
０
０
円
（
保
険
料
・
資
料
代
を
含
む
）

※
お
茶
・
タ
オ
ル
等
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
日
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務

局
☎
０
９
０
‐
５
９
３
０
‐
２
９
１
０

「
普
通
に
生
き
る
」
映
画
上
映
会

　
静
岡
県
富
士
市
に
あ
る
重
症
心
身
障
が

い
児
者
生
活
介
護
事
業
所
「
で
ら
〜
と
」

の
取
組
を
５
年
に
わ
た
っ
て
記
録
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
19
日
㈯

・
上
映
会　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

・
ト
ー
ク
タ
イ
ム
「
熱
く
福
祉
を
語
る
」

　
午
後
３
時
10
分
〜
３
時
40
分

　
中
央
公
民
館

□
入
場
料　
５
０
０
円

　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ
の
こ
村
い
き
い
き

ラ
ン
ド
☎
㉒
１
２
９
５

第
10
回
日
田
梨
祭
り

　
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
、
○
×
ク
イ
ズ
、
梨

料
理
試
食
会
、
選
果
場
見
学
、
屋
台
、
藤

蔭
高
校
吹
奏
楽
・
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
梨
選
果
場
特
設
会

場
（
天
神
町
）

　
Ｊ
Ａ
お
お
い
た
日
田
梨
祭
り
実
行
委
員

会
☎
㉓
７
０
４
０

第
10
回
高
瀬
地
区

　
　
　
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

　
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
、
各
出
店
コ
ー
ナ

ー
、
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
雨
天
決
行
）

　
10
月
20
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
高
瀬
小
学
校
及
び
高
瀬
地
区
公
民
館

　
第
10
回
高
瀬
地
区
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
☎
㉓
４
６
２
０

施
設
給
食
調
理
補
助
講
習

　
施
設
等
の
調
理
補
助
を
行
う
た
め
の
、

調
理
の
基
本
技
術
等
を
習
得
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
18
日
か
ら
12
月

２
日
ま
で
の
10
日
間

　
中
央
公
民
館

□
対
象

　
日
田
市
在
住
で
就
職
・
就
業
を
希
望
す

る
55
歳
以
上
の
人

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
職
票
が
必
要
で
す
。

□
募
集
数　
20
人
（
選
考
有
り
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　
11
月
８
日
㈮

　
日
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉔
７
６
７
６

人権コラム　　心、豊かに

「情報」という大海の中で

　あらゆるメディアを通じて、様々な
情報が大量に飛び交う現代社会で、情
報の真意を見抜き、活用する能力が問
われていますが、その能力のことを
「メディア・リテラシー」と呼びます。
　メディア・リテラシーで取り扱われ
るメディアとは、公的機関や新聞、テ
レビ、雑誌、インターネットなどのこ
とを指し、私たちの周りの「見る、読
む、聞く」全ての情報が対象です。
　情報の中には言論・表現の自由の観
点から、誤りや偽りのものも含まれて
いるため、情報を分析・評価し自立的
な見解を導き出すことが重要です。さ
らに、受信する人も発信する人も偏っ
た意見・見解にならないように心掛け
ることが情報の正しい活用につながり
ます。
　また、メディア・リテラシーは人権
教育と深い関連があります。特に同和
問題を語るとき、正しい歴史を学び、
その中で形成された差別の不当性に深
い理解と認識が必要です。しかしなが
ら、「独断と偏見的な情報、またその
ような分析や評価」によって、事実と
異なることが伝わり、差別意識の解消
が阻まれるなどの「負の生産」が懸念
されています。
　「メディアのない社会」はあり得な
いことであり、メディア・リテラシー
はメディア社会における「生きる力」
と言えます。その中で、一人ひとりが
情報を総合的に判断する能力を培い、
多様な価値観を認め合う民主的な地域
社会を創造しましょう。
（参考文献：メディア・リテラシー「入
門編」）

【問合せ】人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７
　　　　　（市役所別館１階）

　幕府直轄の天領として栄え、
九州を統括する「西国筋郡代」
が置かれた山間の都・日田。
当時のにぎわいを再現する秋
のイベントが今年も開催され
ます。

日田天領まつり
参加者大募集

第34回11月９日㈯・10日㈰

時代行列

月隈公園メインステージ出演者

　九州を統括する「西国筋郡代」が
天領日田に着任する様子を再現した
着任行列の主役、西国筋郡代とその
奥方、また、西国筋郡代着任行列の
武士・腰元を募集します。

　天領まつりの趣旨や雰囲気に
合う、歌や踊りのパフォーマン
スを行う団体・個人を募集します。

▶とき　11月10日㈰　午前10時30分～午後３時頃
　　　　※西国筋郡代夫婦は、午前６時頃から準備。
▶ところ　月隈公園、丸山・豆田地域
▶申込方法
　住所・氏名・年齢・電話番号・身長・足のサイズを電
話又はファックスで連絡

▶申込期限　10月15日㈫　※応募多数の場合は、抽選。
西国筋郡代夫婦
▶参加資格
　結婚３年以内又は11月中に結婚を予定している市内
在住のカップル

▶募集数　男女１組
西国筋郡代行列武士・腰元
▶参加資格　高校生以上
▶募集数　　男女各15人程度（先着順）

▶とき
　11月９日㈯・10日㈰　午前10時～午後４時頃
　（出演は10～30分程度）
▶ところ　月隈公園メインステージ
▶申込方法
　団体（グループ）名及び個人名・代表者氏名・連絡
先・出演内容（歌、踊り等）・曲名を電話又はファッ
クスで連絡

▶申込期限　10月15日㈫

　「食」や様々な物産等の出店
者を募集します。

▶とき　　11月９日㈯・10日㈰　午前10時～
▶ところ　丸山公民館前道路等
▶参加資格
　日田市内に在住又は店舗営業等を行っている人
▶申込方法
　団体（グループ）名及び個人名・代表者氏名・連絡
先・出店内容（品目等）を電話又はファックスで連絡

▶申込期限　10月15日㈫
※一時営業申請等については、事前に説明会を行います。（申
請は各自）火気等の取扱いに関する説明会を行います。（申
込者に通知します）

天領ひた食の乱・ひたの物産展
出店者

　西国筋郡代着任行列の先導・イベントの案内・月隈公
園のイベント運営等に関するボランティアを募集します。
▶とき　　11月９日㈯・10日㈰　午前10時～午後５時頃
▶ところ　まつり会場
▶参加資格　高校生以上
▶申込方法　氏名・電話番号・希望する業務内容を電話
又はファックスで連絡

▶申込期限　10月15日㈫

天領まつりのボランティア

　日田まつり振興会は、大分県暴力団排除条例及び日田
市暴力団排除条例に基づき、イベントに関して露店を出
店する際に、届出書及び誓約書を提出してもらうように
していますので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。
▶提出期限　10月21日㈪
　詳細は、市ホームページをご覧ください。

【申込み・問合せ】
　日田まつり振興会事務局（観光課内）
　☎㉒８２１０（市役所３階）　
　㉒８３２８

日田まつり振興会からのお知らせ
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第66回大分県民体育大会

日田市チーム健闘！
　９月７日・８日の２日間を主日程とし
て、竹田市等県南地域を中心に第66回大
分県民体育大会が開催されました。今年の
大会には、日田市から34競技44種目に５
９３人の選手・役員が参加しました。
　選手たちは各地で熱戦を繰り広げ、都市
対抗別総合成績は３位でした。

主な大会結果

バドミントン【優勝】
剣道【優勝】
ソフトボール【優勝】
カヌー【優勝】
バレーボール【２位】
ハンドボール【２位】
バスケットボール【３位】
ウエイトリフティング【３位】
ラグビーフットボール【３位】
自転車【３位】
柔道【３位】
山岳【３位】

▲開会式の様子
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まちのわだ
いＴＯＷＮ

 ＴＯＰＩＣＳ
 ＩＮ ＨＩＴＡ

祇園山鉾会館　入館者数25万人突破
　８月15日、日田祇園山鉾会館の個人入館者が25
万人に達した。25万人目となったのは、東京都練
馬区の市川達也さん。家族で日田市内に住む友人を
訪ねた際に来館し、日田祇園山鉾振興会の後藤会長
から日田の特産品を詰め合わせた記念品を受け取った。
　市川さんは「山鉾の高さに驚いた。今度は市内を
巡行する姿を見てみたい」と話した。

子供たちに科学の魅力を
　８月17日、パトリア日田で第10回子どもフェス
ティバルが開催され、絵本の読み聞かせやワークシ
ョップなどが行われた。
 市内の小・中学校の教諭や高校生が実験を通して
科学の魅力を伝える「科学の遊び・実験フェスタ」
では、液体窒素を使って花や風船を凍らせる実験な
どが披露され、子供たちは科学の不思議に見入って
いた。今回は、ロボスクエア（福岡県早良区）の黒
田節ロボット、ロボットビルダー・ヒューノや大分
高専のロボット研究部のロボットが登場。子供たち
は見て、乗って、ロボットの面白さを体感した。
　この日訪れた約７００人の子供たちは、各ブース
で夏休みの１日を満喫した。

日田高校でＳＳＨ講演会
　日田高校（江田雅紹校長）は、８月28日、国か
ら指定を受けているスーパーサイエンスハイスクール
（ＳＳＨ）の一貫として、同校第６回生の畑正憲氏
を招き、「深い動物の謎」と題した講演会をパトリア
日田で行った。畑氏は学生のときのエピソードをユ
ーモアを交えながら話した後、様々な生き物の面白
さや疑問を持つことの大切さを生徒たちに語った。
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日田市消防団が内閣総理大臣表彰
　昨年７月の九州北部豪雨等で、水防活動などに取
り組んだ功績が認められ、９月２日に防災功労者と
して内閣総理大臣表彰を受けた日田市消防団（佐藤
親吉団長）が、９月９日、市長報告に訪れた。
　佐藤団長は「各地区でますます強固な関係を築
き、今後も頑張っていきたい。また、若い人に入団
してもらい、この経験を伝えたい」と話した。

小学生２人が全国大会出場を報告
　第８回全国都道府県対抗少年剣道優勝大会に大分
県代表として出場する小学生剣士２人が、８月28日、
市長報告を行った。市役所を訪れたのは三芳剣士会
に所属する奥谷茉子さんと髙瀬浩伎さん。
　２人は「県代表としてチーム５人が一つになって
戦い、ベスト８以内を目指します」と意気込みを語
った。

カザンラック民族舞踊団が高瀬小を訪問
　９月18日、パトリア日田で公演を控えたブルガリ
アカザンラック民族舞踊団が、高瀬小学校を訪問し
た。体育館には、舞踊団のメンバー25人が民族衣
装で登場。音楽に合わせて軽やかなステップのダン
スを披露した後、全校児童と輪になり、一緒に踊り
を楽しんだ。子供たちは団員とハイタッチを交わす
など、楽しい交流のひとときを過ごした。

敬老の日 市長が100歳の女性を訪問
　９月16日の敬老の日を前に、今年100歳を迎えた
丸の内町に住む金子モトヱさん宅を原田啓介市長が
訪問し、羽毛布団を贈呈した。金子さんは大正２年
９月生まれ。家の庭を見ることと食べることが楽し
みという。原田市長は「長生きして、もう一度東京
五輪を楽しみましょう」と声を掛けた。市内には、
９月15日現在、100歳以上の高齢者は35人いる。

こうき
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里芋とひじきの煮物

①里芋は皮をむいて水にさらしておく。
②ひじきはサッと洗ってから水に浸して戻し、ざるに上げ、長いものは半分に切る。
③油揚げは熱湯を掛けて油抜きし、千切りにする。さやいんげんはへたと筋を取
って色よくゆで、斜め切りにする。
④鍋にサラダ油を熱し、ひじき、里芋、油揚げを順に加えて中火で軽くいため、
Ａの煮汁を加える。煮立ったら蓋をして弱めの中火で10分程煮る。
⑤上下を返してさらに10分ほど煮て器に盛り、さやいんげんを添える。

食生活改善推進員さんのおすすめレシピ③

　ひじきはカルシウムを多く含んでいます。貧血に有効な鉄分も多く含んでいますが、
ひじきの鉄分は吸収されにくいので、野菜などと一緒に食べるとビタミンＣが鉄分の吸収を助けてくれます。

[問合せ]
健康保険課健康支援係
☎㉔３０００（ウェルピア内）

<材料>（４人分）
里芋　       ８個
乾燥ひじき　 10ｇ
さやいんげん ５本
油揚げ　     20ｇ
　　　　　　（１枚程度）
植物油　　　 大さじ１

Ａ
めんつゆ　150㎖
（ストレート）
水　　　　150㎖

　

毎
月
20
日
、
月
出
町
の
月
出
山
多
目
的
交
流
館

で
開
か
れ
る
井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン
。
講
演
会
や
演

奏
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
お
昼
は
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
手
作
り
の
ご
飯

を
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た

お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
「
こ
れ
は
ど
う

や
っ
て
作
る
の
？
」
「
お
孫
さ
ん
は
元
気
？
」

「
今
年
の
野
菜
の
出
来
は
ど
う
か
い
？
」
な
ど
の

言
葉
が
飛
び
交
い
、
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　

「
井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン
で
地
元
の
皆
さ
ん
が
近

況
を
話
し
合
う
こ
と
で
、地
域
の
連
携
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、月
出
山
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
の
会
長
を
務
め
る
阿
部
⻆
雄
さ
ん
。

　

月
出
山
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
20
人
の
ス
タ

ッ
フ
を
中
心
に
運
営
さ
れ
、
高
齢
者
が
維
持
で
き

な
く
な
っ
た
農
地
の
管
理
と
地
元
住
民
が
元
気
で

い
る
た
め
の
地
域
活
性
化
を
目
的
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
を
通
し
て
、
井
戸
端
交
流
サ
ロ
ン
を
始
め
、

た
け
の
こ
掘
り
、
町
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ

タ
ル
祭
り
、
夏
祭
り
、
そ
ば
打
ち
体
験
な
ど
を
開

催
し
、
地
元
住
民
だ
け
で
な
く
、
福
岡
な
ど
か
ら

も
参
加
者
が
訪
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
「
月
出
町
で
は
、
自
治
会
と
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
、
青
壮
年
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
の
５
つ

の
団
体
が
お
互
い
に
協
力
し
て
何
事
に
も
取
り
組

み
ま
す
。
地
域
一
丸
と
な
っ
て
町
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
す
る
姿
に
後
押
し
さ
れ
、
私
た
ち
も
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
阿
部
さ
ん
。

　

月
出
町
の
活
動
を
後
押
し
す
る
よ
う
に
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
月
出
山
岳
が
、
日
本
全
国
難
読

山
名
の
3
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
10
月
26
日
・
27

日
に
行
わ
れ
る「
日
本
全
国
難
読
山
名
サ
ミ
ッ
ト
」

の
開
催
を
前
に
地
域
の
協
議
会
と
協
力
し
て
展
望

台
を
設
置
し
ま
し
た
。
「
月
出
山
を
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
え
る
い
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と

期
待
は
膨
ら
み
ま
す
。　

　

新
た
な
追
い
風
を
受
け
、
み
ん
な
で
作
る
地
域

の
輪
は
、
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
と
と
も
に
大
き
く
広

が
り
ま
す
。

阿部⻆雄さん（月出町）

「
地
域
の
輪
」
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
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図書館に行こう 淡窓図書館　☎㉒２４９７
開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

図書館の本を読んで、挑戦してみました！

「雑巾がけ」から始まる
禅が教えるほんものの生活力
有馬賴底／著
集英社
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土日 月 火 水 木 金

10月の休館日（○…休館日）

　仲間とわいわい言いながら
楽しんで俳句を学んでいま
す。あなたも仲間に入りませ
んか？初心者でも大丈夫です
よ。見学だけでもＯＫです。

□とき　　毎月第３土曜日
　　　　　午前10時～正午
□ところ　２階会議室

10月27日から11月
９日まで、全国一
斉に秋の読書週間
が実施されます。
詳細は、２～５ペ
ージをご覧くださ
い。

サークル活動に参加しませんか？「白萩句会」

新刊紹介

ぶれない、動じな
い、禅僧の「胆力」
は、体得した生活
力あってこそ。雑
巾の絞り方から台
所仕事、筆文字まで、日常生活の作
法を高僧が逐一指南。無駄の無い、
理にかなったからだの所作は美し
く、心も調えてくれる。
　日田で育ち修行を重ねた、有馬賴
底先生の教えが詰まった待望の一冊。

おいでよ！おはなし会
　２つのボランティアグループが
おはなし会を開催しています。
　第２土曜日は「おはなし童童」、
第４土曜日は「そらまめの会」です。
　小さなお子さんから学生、社会
人まで楽しむことができます。是非、
一度参加してみませんか？
　10月12日の「おはなし会」では、
「平成25年度こども司書講座」を受講している市内の小学生が読み聞か
せに挑戦します。

□とき　　10月12日㈯ 午後２時30分～４時、10月26日㈯ 午前11時～正午
□ところ　児童コーナー
※読み聞かせの声が館内に聞こえることがあり、ご迷惑をお掛けしますが、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。

アトリエ・メアリーロ
ーズのとっておき・ス
クラップブッキング
中澤千寿子／著
メディアファクトリー

参考にした本

　皆さんは旅先などで撮った写真をどのように保存していま
すか？
　私はふだん、撮った写真をパソコンの中に保存しているた
め、なかなか見返すことがありません。そこで、撮った写真
をいつでも目に付くところに飾っておけるように、身近な
ものを使って「スクラップブッキング」に挑戦してみました。
　スクラップブッキングとは、お気に入りの写真を飾るペ
ーパークラフトのことです。1980年代にアメリカで誕生
し、1990年代にブレイク、今ではアメリカでＮｏ.１のホビ
ーと言われています。写真をアルバムに貼り付けるだけで

なく、台紙にイラストやタイトルを添えて写真ごとにコメントを書きつづることによっ
て、より鮮明に思い出を残すことができます。日本では数年前に取り入れられ、自分史や
家族の歩みを記す新しい方法として定着しつつあります。
　実際に挑戦してみると、特別なアイテムや技術がいらないのでとても簡単に作ることが
できました。あなたの大切な写真も思い出と一緒に、美しく保存してみませんか？

とんとん





市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

誘
致
の
際
に
、
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
さ
ん
が
身
振
り
を
交

え
て
プ
レ
ゼ
ン
さ
れ
た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
思
い

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

が
決
定
し
、
暗
い
話
ば
か
り
の
日
本
に
久
し
ぶ
り
に
明

る
い
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。
約
50
年
ぶ
り
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
前
回
開
催
さ
れ
た
と
き
は
、
私
も
子

供
心
に
初
め
て
世
界
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
大

き
な
感
動
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
７
年
後

の
開
催
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
お
も
て
な
し
」
で
す
が
、
先
日
開
催

さ
れ
た
「
九
州
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
日
田
」
で
は
、

２
日
間
で
約
14
万
４
０
０
０
人
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
会
場
周
辺
は
大
変
な
混
雑
と
な
り
、

高
速
道
路
の
日
田
イ
ン
タ
ー
を
降
り
る
の
に
30
分
も
か

か
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
ん
な
多
く
の
来
場
者
の
方
々
を
、
実
行
委
員
を
は

じ
め
２
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

お
迎
え
し
た
わ
け
で
す
が
、
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
こ
れ

だ
け
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
た
の
は
初
め
て

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

無
事
に
開
催
で
き
た
の
は
、
参
加
い
た
だ
い
た
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
改
め
て
感
謝
し
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
大
分
県
で
は
平
成
27
年
に
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
を
中
心
と
し
て
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
全
国
に
向

け
て
「
観
光
大
分
県
」
を
売
り
出
す
、
国
内
で
も
最
大

級
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
26
年
に
は
プ
レ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
田
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た

め
に
、
「
新
た
な
魅
力
づ
く
り
」
や
「
お
も
て
な
し
風

土
の
醸
成
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
数
十
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
元
を
振
り
返
り
、
新
た
な
段

階
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。　
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公開講演会

「世界がもし100人の村だったら」
～52人が女性、48人が男性です～　　

中央公民館■ところ

10月18日㈮ 午後７時～８時30分（午後６時30分開場）■とき

池田香代子氏作家・翻訳家

　２００１年９月11日のアメリカ同時多発テロ事件の惨事とそれを機に
起きたアフガニスタン侵攻を受けて手掛けた、「世界がもし100人の村だ
ったら」がベストセラーとなる。その印税で「100人村基金」を創設し、
アフガン難民キャンプ内の女子校を始め、“基金を必要としている世界中
の人たち”に支援活動を行っている。また、世界平和アピール七人委員会
メンバーとしても活躍中。
　東京都立大学人文学部独文学科卒業。専門はドイツ文学翻訳・口承文芸
研究。訳書に「ソフィーの世界」「猫たちの森」「夜と霧」、共著に「日
本がもし100人の村だったら」「福島再生―その希望と可能性―」などが
ある。

男女共同参画事業女性人材育成倶楽部“キアラ”公開講座
▶募集数　３００人（先着順）
※下記に住所・氏名・連絡先を電話、ファックス又はメールでご連絡ください。
▶申込期限　10月10日㈭
▶申込先　市民活動推進課活動支援・男女共同参画推進係
　　　　　☎㉒７５１５㉒２２１０　anzen@city.hita.oita.jp




